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この面品は道磁のミシンとして使用することはできません。
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ー警 書（けいこく）
ほこしゃ かた かなら

保護者の方へ 必すお読みください。
しヽ 9 S Oと9 ゴ・」 9 Cだじょう cn 

●IJ1部品がありま式誤飲・窒息の危険がありますので、3オ未満のお子様には絶対に与えないでください。●ミシン針は、機能上、尖っています

ので危険です。●針が折れたり本体が倒れたりする危険があります。針が刺さった状態でフェルトなどを無理にひっばらないでください。

△注意（ちゅうい）
•a z e .. “ あい しよう ひ切 こうあんたしつ ばしヽ しよう

●保護者のもとで遊ばせてください。●針が破損したり、変形したりした場合は使用しないでください。●火の近く、高温•多湿の場所での使用、
て oo nみ D

保詈はしないでください。●手や指や髪の毛や衣服などをはさまれないように注意してください。●付属のフェルト、別売りのフェルティミシン専
ぃれ9 しよう 8んミい で.. "ん e ●いみ璽ん こ●● ピ9 こヽ ●2 

用のフェルト以外は使用しないでください。●遊ばないときは本体の電源を切ってください。●作ったものは3オ未満のお子様には絶対に与えな
aヽみ裏.. こ．． て

いでください。●思わぬ事故の恐れがありますので、ご使用複は 3オ未満のお子様の手の届かないところに保管してください。●遊んでいる間は、
Sくろ あミ● ns nお おお ••く 8蒙 じしん s..”いし.,.， ピ, "、

本体から目を離さないでください。●ブラスチック袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。●お害様ご自身での分解、修理は絶対に
，，，，，う ごしよう "'o, • nっぇe も あ←

しないでください。●l＼サミを使用する際には、お取り扱いにご注意ください。＜電池を誤使用すると発熱・破裂・液漏れの恐れがあります。下記
c じ ℃ん 9 じ●うで..し. で..， ピ9 Cい ふ●でん，．心 でんら し●るいでん ち

に注憲してください。＞•二次電池（充電式電池）は、絶対に使用しないでください。•古い電池と新しい電池、いろいろな種類の電池をまぜて使わな
ぁ•あ n“•

いでください。・＋ー（ブラスマイナス）を正しくセットしてください。・遊んだ後は必ずスイッチを切り電池をはずしてください。・ショートさせたり
じ●うでん ぷ 0い no o m い 蓼んい9 で.. 9 え● ● aし9 Cい力うみ9 あ● いし●うこん

充電、分解、 110熱、火の中に入れたりしないでください。•万一、電池からもれた液が目に入ったときはすぐに大■の水で洗い、医師に相談してくだ
ce み，．5 し うにい a'‘ e Sつしヽリ

さい。皮膚や服に付いた時は水で洗ってください。•廃稟するときは、自治体の廃稟物処理の指示に従ってください。

しようじヽ 9 OS しよう ●え と ●つ” 口つのいし、 口んしょ 4 あ あC”“5 B 3人 5くろ●うそうさい ntヽふうこ

く使用上のあ願い〉0ご使用の前に、取り扱い説明書（本●）をよくあ読みください。まだ、読み終わった後は必ず保管してあいてください。0プラスチック袋は包装材てすので、開封後はすぐ
g し ● ●つ いるうつ へんし4＜ ゴ憂い いる う● いりょうaとう●くようじ しよう さ ら●つい し・ヽうC'‘

に捨ててください。〇生地は庫擦により色移，）、変色する場合があります。色の薄い衣料等看用時の使用を避けるようご注意ください。0生地は濡れた状態での使用により色移'）、
へしヽく ば 塾い ふ 肥んてい 9 くしゃ Cっこう あ とこう

変色する場合があります。濡れだ状惹では使用しないでください。〇不安定なところでは使用しないでください。0ぶつけたり、あとしたりしないでください。〇直射日光の当だる所、
だんぼう● く 9, ．んと en ところひく とこ3 ● 5ん 6 0 ●9すい ビったい

暖房器具の近くなど温度の高すぎる所、低すぎる所には置ガないでください。0本機は非防水のだめ、絶対にぬらさないでください。〇汚れたときは、乾いた布でふき取ってくださ
’‘うし 0ん墨● 〇●ら でん ， ． 

い。〇長時間遊ばないときは必ず電池を抜いてあいてください。
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電源スイッチ
オン

「-」がON、
オフ

「0」がOFFです。
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ベッド
轟

ぬい合わせる

ためにフェルトを
のせるところです。

／ 

ステッチガイド． 
このガイドに合わせてぬう

ことで、まっすぐぬえます。

皇i いち

ぬい目位置

滋繭ヵバー和籍
へこ した め

凹みの下にぬい目が

できていきます。

.. • . .: 

スタート／
ストップポタン

たん ，，んでんち ほんべつう しよう

単3アルカリ乾電池4本（別売り）使用
しょうひん かんでん Sttんよう

※この商品はアルカリ乾電池専用です。
かんでんらいがい でんら とう さ

アルカリ乾電池以外の電池では動作しません。

でんち

電池カバー



一0函如、
まいいじょう ，，さ

3枚以上のフェルトを重ねてぬわないでください。
せんよう いがい つか

〇 フェルティミシンでは、専用フェルト以外のものを使わないでください。

〇 ぬうときは、ゆっくりとぬってください。
はず むリひば は，）お

〇 フェルティミシンからフェルトを外すときは無理に引っ振らないでください。針が折れることがあります。
は そん こしょう げんいん

※破損や故障の原因になります。eかさ じょうたい 1が） ばあい いったん 1が）じょうぷ

重ねたフェルトの状態により、ぬいはじめのときにミシンの針が止まる場合があります。このとき、一里針の上部のライトが爾廿し
さい どてんとう お は り ふ たた うご TT 

しばらくすると再度点灯します。スタートポタンを押すと、針が再び動きはじめますので、そのままぬい進めてください。

皇い ぷぷん

2枚のフェルトの＋マーク部分を

＋ 
かさ

重ねてはじめにぬいとめるとずれにくくなります。

｀ ぬっていく向き

バーツをとめたりします。
ゼん

線にそってぬう

＆ 注意（ちゅうい）
轟そ ●え は'J “ ，，く にん は，) 葛 ● いじょう 11轟い しよう

・蓋ぶ前に針に折れや曲がりがないことを確麗じてください。針に折れや曲がりなどの異常がある場合は使用をおやめください。
しようい う は，) 認 II曇い II ご l,• ，，た “ はり ，，たづ

・使用中に針が折れた場合はただちに使用をやめ、保護者の方が折れた針を片付けてください。

つ百 じゅんばん つく

マスコットなどのアイテムは、次の順番で作ってね。

，，んげん

電源スイッチを「一 (ON)」にします。
，，さ 1置んたい

2枚のフェルトを重ねて本体のペッドの上 スタート／ストップボタンを
でんげん はり う：：

※電源スイッチを入れると針が動いて
じょうぷ いち

上部位置で止まります。

（緬ヵバーの下）に置いてください。 付します。

(Oと＠ の繭蘊をまちがえると丘まりの倫目になります。 ） 

lsJt 
o祥

とうめい した やじるしぼうこう おく

フェルトを透明カバーの下から、矢印の方向へゆっくりと送り、
， ，ぉ

ぬい終わったら、スタート／ストップポタンを押して、
とうめい

ステッチガイドに合わせてぬっていきます。透明カバー未蘊の

凹みの下にぬい目ができていきます。

でんげん

電源スイッチを「o(OFF)」にしてください。
いちど どうしはず

※一度ぬったフェルト同士は外せません。

やく ふん，，んなにそうさ どう さ じどう てき しょうとう

フェルティミシンは約15分間何も操作しないか、または動作しつづけると自動的にライトが消灯し
でんげん ふたた轟そ いったん

電源がOFFになります。再び遊ぶときは、一旦スイッチを「o(OFF)」にして、酋び「一(ON)」にしてください。



え か しろがわどうし

フェルトの絵が描いていない白い側同士
ぁ か

を合わせます。フェルトに書かれた＊は
ぉ

ぬいはじめ、響はぬい終わりです。十は、
ぶぷん かさ

はじめにその部分だけをぬうと重ねた
どうし

フェルト同士がずれにくくなります。
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フェルトをぬっていき

ます。
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ぬっていないところから
っ

わたを詰めてください。
つす

わたは詰め過ぎないように ：
ちゅうい

注意してください。

い

わたを入れたところを
と

ぬって閉じたら、

できあがり！



．．．．． 
かさ

図のようにフェルトを重ねます。
ぷぷん かさ

＋マークの部分を重ねてフェルト

--・ャ・——•

どうし とうめい した

同士がずれないようにとめます。＊のマークが透明カバーの下にくるように

フェルトをセットしたら、スタートボタンを押します。そのまま、ゆっくり
てんせんどお

点線通りに、●のところまでフェルトをぬったらできあがり！

................................... 
ふたお 、 かさ どうし ぷぷん

二つ折りにして重ねたフェルト同士がずれないように十マークの部分をとめます。
とうめい した

＊のマークが透明カバーの下にくるようにフェルトをセットしたら、スタートボタン
てんせんどお

を押します。そのまま、ゆっくり点線通りに、鬱のところまでフェルトをぬって
おな まい かさ かしょ

いきます。同じように2枚のフェルトがびったりと重なるように2カ所ぬいます。
......................................................................... 

した

ヒモを図のようにポーチの下にして ：

;：↑喜：言i;fクずざ‘

お きこ

フタを折りフェルトの切り込みに

ヒモを蘊したらできあがり！



ちょう ぶ ぷ ん か さ どうし

蝶とヒモの＋マークの部分を重ね、フェルト同士がずれないように
とうめい した

とめます。＊のマークが透明カバーの下にくるようにフェルトをセット
お てんせんどお

したら、スタートボタンを押します。そのまま、ゆっくり点線通りに、

●のところまでフェルトをぬったらできあがり！

L ー冗

コ
ロ




